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対外貿易の革新的発展の推進に関
する実施意見 
 

【要点】 

○ 中国国務院弁公庁は、2020年11月9日に「対外貿易の革新的発展の推進に関する実施意見」（中

国語名「关于推进对外贸易创新发展的实施意见」、以下「実施意見」）を発表した。 

○ 中国の（米ドル建て）貿易総額は、2020年1～11月期に前年同期比0.6％増となり、前月までの

マイナスからプラスに転じた。新型コロナウイルスのパンデミックを背景に世界経済の冷え込

みが続くと予想される中で、国際協力・競争の新たな優位性を育成することで、対外貿易の回

復を後押しするために発表されたのが、この「実施意見」である。 

○ 「実施意見」では、9大対策が示された。具体的には、①開拓方式の革新と国際市場配置の最適

化（国際経済・貿易環境の最適化、貿易円滑化メカニズムの整備、新技術・新チャンネルの活

用による国際市場の開拓）、②比較優位性に基づく国内地域配置の最適化（東部地域での貿易

の質的向上、中西部地域での貿易ウェイトの引き上げ、東北地域での対外開放の拡大、地域間

対外貿易協力メカニズムの革新）、③種類別指導の強化と経営主体の最適化（リーディング企

業の育成、中小企業の貿易競争力の強化、協同的な発展水準の引き上げ、企業向けサービスの

積極的な提供）、④生産要素投入方式の革新と商品構造の最適化（産業チェーン・サプライチ

ェーンの保護と発展の促進、産業構造の転換・高度化の推進、輸出製品の品質向上、輸出入製

品構造の最適化）、⑤発展モデルの革新と貿易方式の最適化（「一般貿易」の強化（規模の拡

大と付加価値の向上等）、「加工貿易」の高度化、「その他の貿易」の拡大、内外貿易の一体

化）、⑥運営方式の革新と国家レベルの貿易構造転換・高度化基地の建設推進（公共サービス

プラットフォームの整備等）、⑦サービスモデルの革新と貿易促進プラットフォームの整備の

推進（中国国際輸入博覧会（CIIE）の役割強化等）、⑧サービスチャネルの革新と国際マーケ

ティング体系の整備推進（資源共有の公共プラットフォームの整備等）、⑨業態モデルの革新

と対外貿易の新たな原動力の育成（越境電子商取引等の新業態の発展促進、中古車輸出の積極

的推進、新興サービス貿易・対外貿易のデジタル化の発展加速）、である。 
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【構成(概要)】 

「対外貿易の革新的発展の推進に関する実施意見」 

（国弁発[2020]40号） 

成立日：2020年10月25日、発表日：2020年11月9日 

1.全体要求：科学技術・制度・モデル・業態の革新、「双循環」発展局面(注)の形成を中心に国際

市場・国内地域の配置の最適化、経営主体・商品構造・貿易方式の最適化(「5大最適化」)、対

外貿易の構造転換・高度化基地・貿易促進プラットフォーム・国際マーケティング体系の整備

（「3大建設」）により国際協力・競争の新たな優位性を育成し、対外貿易の革新的発展を図る。 

2.開拓方式の革新と国際市場配置の最適化：国際経済・貿易環境の最適化（多角的貿易体制の保

護等）、貿易円滑化メカニズムの整備、新技術・新チャンネルの活用による国際市場の開拓。 

3.比較優位性に基づく国内地域配置の最適化：東部地域での貿易の質的向上、中西部地域での貿

易ウェイトの引き上げ、東北地域での対外開放の拡大、地域間対外貿易協力メカニズムの革新。 

4.種類別指導の強化と経営主体の最適化：国際競争力を備えたリーディング企業の育成、中小企

業の貿易競争力の強化、協同的な発展水準の引き上げ、企業向けサービスの積極的な提供。 

5.生産要素投入方式の革新と商品構造の最適化：産業チェーン・サプライチェーンの保護と発展

の促進、産業構造の転換・高度化の推進、輸出製品の品質向上、輸出入製品構造の最適化。 

6.発展モデルの革新と貿易方式の最適化：「一般貿易」の強化（規模の拡大と付加価値の向上等）、

「加工貿易」の高度化、「その他の貿易」の拡大（国境貿易の促進等）、内外貿易の一体化。 

7.運営方式の革新と国家レベルの貿易構造転換・高度化基地の建設推進：組織体制の健全化、研

究所・大学・貿易促進機構・業界団体・企業等による公共サービスプラットフォームの整備。 

8.サービスモデルの革新と貿易促進プラットフォームの整備の推進：中国国際輸入博覧会（CIIE）

の役割強化、輸入促進の革新的モデル区の育成（モニタリング・評価・退出メカニズムの整備）。 

9.サービスチャネルの革新と国際マーケティング体系の整備推進：国際マーケティング体系の整

備加速（企業による独自・協力方式の整備奨励）、資源共有の公共プラットフォームの整備。 

10.業態モデルの革新と対外貿易の新たな原動力の育成：越境電子商取引等の新業態の発展促進、

中古車輸出の積極的推進、新興サービス貿易の発展加速、対外貿易のデジタル化の発展加速。 

11.発展環境の最適化と保障体制の健全化：自由貿易試験区・自由貿易港の役割強化、輸出入管理・

サービスの最適化、国際物流による保障の強化、リスク防止能力の向上、組織的実施の強化。 

(注)国内循環を主体として、国内循環と国外循環（「双循環」）が互いに促進するという新たな経済発展局面を指す。 

＊中国語全文は、http://www.gov.cn/zhengce/content/2020-11/09/content_5559659.htm 

から入手可能（2020年12月24日アクセス） 

以 上 

●当レポートは情報提供のみを目的として作成されたものであり、取引の勧誘を目的としたものではありません。本資料は、当社が信頼できると判断した各種データに基づ

き作成されておりますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。本資料のご利用に際しては、ご自身の判断にてなされますようお願い申し上げます。また、

本資料に記載された内容は予告なしに変更されることもあります。なお、当社は本情報を無償でのみ提供しております。当社からの無償の情報提供をお望みにならない場
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